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１ はじめに１．はじめに
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研究の背景

多様な機能を有していた農村集落（菊池1990）

社会的課題
過

高度経済成長
人口減少
農地の荒廃
文化の伝承困難 など

社会的課題
過
去

集落の運営維持が困難

文化の伝承困難 など
（保母1996、長谷川1986)

現

集落の運営維持が困難

危機感、地域の再認識など
（鈴木ら2005 劉ら2002）求められている研究

課題に対応した組織や集団現
在

住民主体の地域づくり

（鈴木ら2005、劉ら2002）求められている研究

社会的課題にどう対応したか
どういう社会構造をしているのか

（新規対応集団）
・地域づくり協議会
・村づくり委員会住民主体の地域づくり

未

どういう社会構造をしているのか
など

・自発的集団
など

3持続的な地域へ

未
来



既往の研究既往の研究

集落の社会構造

相互関係

・活性化要因の抽出

新規対応集団
・実態把握
・実例報告
・設立過程の把握

活性化要因の抽出
・集落活動の継続性
・各種集団の役割

など 設立過程の把握
など

（蔵田ら1981、斉尾ら2005）

など
（劉ら2002、乳深ら2004、藤沢ら2006）

個別に扱う傾向がある

相互の関係性に焦点を当てた研究は少ない
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研究の目的研究の目的

集落の地域運営の全体像を把握

集落構造と新規対応集団の相互関係を解明

全体像として

視 点

• 年中行事の実態
• 区の運営実態

集落内諸集団の実態
5

• 集落内諸集団の実態



２ 調査対象地２．調査対象地
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調査対象地の概要
長野県富士見町御射山神戸 さやまごうど 区長野県富 見町御射山神戸 区

• 人口：1024人 （2005年）

• 世帯数：456軒 （2005年）
（統計ふじみ）

• 農家戸数：88戸（2000年）
（農業センサス）

• 年平均気温：10.0℃
• 高齢化率25.9％（富士見町）

選定理由

・住民主体の地域づくりが積極的に
行われている地域

御射山神戸区

行われている地域

・「御射山神戸ふるさとカード」御射山神戸ふるさ 」

・「御射山神戸歴史散策マップ」の作成

・御射山祭における花傘の復活

盆踊りの復活
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盆踊りの復活

などなど

参照：農水省「わがマチわがムラ」HP 参照：Yahoo!地図



３ 実態把握３．実態把握
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調査方法

・聞き取り調査

性別 年齢 属性 日時 方法

年中行事の内容、区の運営、集落内諸集団の実態を把握

女 62 ステップアップゼミ代表、町議会議員 2006/10/19(1時間） 対面式

男 69 後区長 2006/10/18(2時間） 対面式

男 47 富士見住民自治愛好会 2006/10/19(1 5時間） 対面式男 47 富士見住民自治愛好会 2006/10/19(1.5時間） 対面式

男 55 区議会議員 2006/10/19(1時間） 対面式

男 69 御射里の会会長、元区長
2006/10/20(40分）
2007/01/19(1時間）

対面式男 御射 会会長、元区長
2007/01/19(1時間）

対面式

男 48 盆踊り実行委員会会長、町役場職員
2006/10/20(40分）
2007/01/19(1時間）

対面式

・資料文献調査

H18年度御射山神戸年間行事計画表
御射 神 史 富 史 巻 高 自然と文 第 号 など

9
御射山神戸の歴史、富士見町史上下巻、高原の自然と文化第16号 など



年中行事の実態
分類

n
行事名 主体 参加協力 分類 行事名 主体 参加協力

年26回開催（平均月2回以上）

分類
o.

行事名 主体 参加協力 分類 no. 行事名 主体 参加協力

1 湯立祭 3区長
区議会議員、
監守人

1 どんど焼き 小学校PTA

保護者会、子
供育成会、高
齢者クラブ、
区役員

金 講
祭礼 文化活動

2 金比羅祭・天神祭 区長
金比羅講
子供育成会
区民全員

文化活動 2 盆踊り
盆踊り実行委員
会

区役員

祭礼 3 津島祭 区長、監守人
津島講
子供育成会
区民全員

3 敬老会 公民館
公民館協力
委員、3区長、
区議会議員

祭礼 文化活動

5回開催
地域の歴史や文化に触れる機会

5回開催
交流・親睦機能頻繁に行事が開催

4 御射山祭
3区長、監守人大総
代、監守人、諏訪大
社

各常会
放生会
区民全員

4 収穫祭 子供会育成会

区会、自主防
災会、農協婦
人部、御射里
の会、ステッ
プアップゼミ

3区長、区議

頻繁に行事が開催

5 十五夜祭 諏訪大社の神官 会議員、監
守人

5 二年参り 区長 監守人

1 冬季区民スポーツ大会
公民館分館主事(区
長）

公民館協力
委員

1 区有林出払い 財産管理委員

2 インディアカ大会 町の公民館
町の公民館
協力委員

2 砂利敷き 道路管理委員 町

・地域の資源や文化に触れる機会
・人と人との交流の場が多い

協力委員

運動 3 区民運動会
公民館分館主事(区
長）

公民館協力
委員、区役
員

3 春作場道 道路管理委員

4 町民スポーツ大会 町の公民館
町の公民館
協力委員

環境整備 4 区有林草刈 財産管理委員

運動 環境整備

6回開催 8回開催

膨大な準備期間

5 盆ソフトボール大会
公民館主事、町の
公民館

区体育協会 5 墓地草刈

6 原山様スポーツ大会 ー ー 6 原山様草刈 3区長、監守人
当番常会、御
射山の杜を
守る会

6回開催
健康増進・交流の場

8回開催
森林の管理・道路整備

区民総出
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総会 1 1月総会 区役員 区民全員 7 秋作場道 道路管理委員

2 11月総会 区会 区議会議員 8 区有地塚回り
2区長、区議会
議員、財産管理
委員

総会



区の運営

最終決定機関（1月と11月）
全戸出席 区の予算2250万円（H18 年度）総 会 全戸出席 区の予算2250万円（H18 年度）総 会

議 会 区議会議員らによる 月に2，3回

重要と判断した議題ならば総会に挙げ

特

重要と判断した議題ならば総会に挙げ、
再度議論する

大
沢
山
委

財
産
管
理

道
路
委

区
日
当
委

等
級
委

特
別
委
員

各委員によって設置される

委
員
会

理
委
員
会

委
員
会

委
員
会

委
員
会

員
会

第5常会 第7常会第4常会

第1常会

第6常会

第2常会 第3常会
集落を7つに分割した行政の最小集合単位
毎月18日に各常会所に集合
区からの連絡や情報交換を行う
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第5常会 第7常会第4常会 第6常会 区からの連絡や情報交換を行う
区費：年6万円/戸、常会費：年6000円/戸



区の全体像
公民館分館

・分館長(区長）
・公民館分館主事（1名）
・副主事(1名）

区役員

区行政組織集団(
・公民館協力委員（14名）

衛生部
・衛生部長（1名)
・副部長（1名）

区行政組織集団

区会

区長

大沢山委員会

財産管理委員会

・大沢山管理者（2名)

・財産管理委員（7名）
全区民から選挙によって選出

区長
前区長
後区長

区議会議員(8名)

道路委員会

区日当委員会

等級委員会

・道路委員（4名)

・区日当委員（7名)

・等級委員（14名)

発議権 決定権

等級委員会 ・等級委員（14名)
・監査委員（2名)
・区有金管理者（2名）
・木障切委員（4名）
神社監守人（八幡社1名 御射山社1名）

・高齢者クラブ
・消防団

・御射里の会
・富士見住民自治愛好会

・金比羅講
・伊勢講

・神社監守人（八幡社1名、御射山社1名）
・墓地管理人（3名）

・保安組
・青年団（消滅）
・農協婦人部
・保護者会
・小中学校PTA

・ステップアップゼミ
・御射山の杜を守る会
・御射山みはしら会
・盆踊り実行委員会
・山桜会

・伊勢講
・稲荷講
・御嶽講
・秋葉講
・津島講
山 神講

集
落
内
諸
集
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小中学校PTA
・地区社協
・こども会育成会
・自主防災会

山桜会
・梶の葉会
・七笑会
・放生会

・山の神講 集
団

27個



集落内諸集団
公民館分館

・分館長(区長）
・公民館分館主事（1名）
・副主事(1名）

区役員

(
・公民館協力委員（14名）

衛生部
・衛生部長（1名)
・副部長（1名）A集団 講組B集団

区会

区長

大沢山委員会

財産管理委員会

・大沢山管理者（2名)

・財産管理委員（7名）

区長
前区長
後区長

区議会議員(8名)

道路委員会

区日当委員会

等級委員会

・道路委員（4名)

・区日当委員（7名)

・等級委員（14名)等級委員会 ・等級委員（14名)
・監査委員（2名)
・区有金管理者（2名）
・木障切委員（4名）
神社監守 （ 幡社 名 御射山社 名）

加入条件と機能から
・神社監守人（八幡社1名、御射山社1名）
・墓地管理人（3名）

集
・金比羅講

・御射里の会
・富士見住民自治愛好会

・高齢者クラブ
・消防団

加入条件と機能から

集
落
内
諸
集

・伊勢講
・稲荷講
・御嶽講
・秋葉講
・津島講

・ステップアップゼミ
・御射山の杜を守る会
・御射山みはしら会
・盆踊り実行委員会
・山桜会

・保安組
・青年団（消滅）
・農協婦人部
・保護者会
・小中学校PTA
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集
団

27個

津島講
・山の神講

山桜会
・梶の葉会
・七笑会
・放生会

小中学校PTA
・地区社協
・こども会育成会
・自主防災会



集落内諸集団

条

A集団 自動加入型機能別集団

• 加入条件：年齢制限

no. 集団名 設立時期 加入条件 活動の機能

1 高齢者クラブ 1963年頃 70歳以上
環境整備
交流

神戸区の青年男 治安維持

（機能別集団）

• 加入条件：年齢制限

• 区行政の個別機能を
専門的に担う

2 消防団 1948年
神戸区の青年男
子35歳まで

治安維持
文化活動

3 保安組 1948年
消防団OB他
36～50歳

治安維持
文化活動

自主防災会 年 誰 も 治安維持 専門的に担う4 自主防災会 2005年 誰でも 治安維持

5 青年団(消滅） 1949年 高校卒業時
文化活動
交流

6 農協婦人部 1948年 とくにない 交流

7 保護者会 1953年
保育園の子供も
持つ親

交流
教育

世代別の人脈形成の場8 小中学校PTA 1946年～48年
小中学校に通う
子供を持つ親

交流
教育

9 地区社協 1997年 特にない
環境整備
文化活動

世代別の人脈形成の場
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10 こども会育成会 1992年

小中学生とその
親

交流
教育



集落内諸集団

B集団 自由参加型課題対応集団

（新規対応集団）集団名 設立時期 加入条件 活動 機能

加入条件 自由（基本）

（新規対応集団）no. 集団名 設立時期 加入条件 活動の機能

1 御射里の会 2005年秋 誰でも 文化活動

2 ステップアップゼミ 2000年 なし 文化活動

富士見住民自治愛好会 年 なし 文化活動 • 加入条件：自由（基本）
• 課題を掲げて組織
• 課題を冠した集団

前後

3 富士見住民自治愛好会 2003年 なし 文化活動

4 御射山の杜を守る会 2002年 誰でも 環境整備

5 御射山みはしら会 1999年
消防団現役・OB,
御柱に関わった

文化活動
環境整備 • 2000年前後に設立

時々の社会的課題や要求に

人）
環境整備

6 放生会 2005年 区会議員 文化活動

7 盆踊り実行委員会 1997 年 誰でも 文化活動
時々の社会的課題や要求に
対応するために形成された

7 盆踊り実行委員会 1997 年 誰でも 文化活動

8 山桜会 1992年
誰でも（区長経験
者は必然的に加
入）

交流

9 梶の葉会 交流

新しい人脈形成の場
9 梶の葉会 交流

10 七笑会 1979年 1959年生の同級 交流

15
同級生の集まりで、盆踊りの復活のきっかけ



集落内諸集団

講とは元々仏典講説の集会を意味した

講組

• 講とは元々仏典講説の集会を意味した

• 共通の目的を持って集まった人々のことをさし、主に特定の寺社祈願
への旅や共同飲食をしていた

加入条件 地域 家族
no. 集団名 設立時期 加入条件 活動の機能

• 加入条件：地域・家族

• 金比羅講と津島講の祭りは区の
行事として定着

1 金比羅講 江戸時代頃 6,7常会
文化活動
交流

2 津島講 江戸時代頃 1～4常会
文化活動
交流 • 未だ江戸時代からのつながりが

継続

2 津島講 江戸時代頃 1 4常会
交流

3 秋葉講 江戸時代頃 宮の沢地区 交流

4 伊勢講 江戸時代頃
小池組（小池姓の
人々）

交流

5 稲荷講 江戸時代頃
伊藤組（伊東姓の
人々）

交流

6 御嶽講 江戸時代頃 小林組,太郎口の人 交流

地縁・血縁の交流
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7 山の神講 江戸時代頃 会員の推薦 環境整備



小括（集落内諸集団）

仮説

世代別の人脈形成機能別集団既
存
集

母体

講 組 地縁・血縁の交流
集
団

社会的課題に対して

新規対応集団 問題意識を持った人々による

盆踊りの復活・みはしら会設立

17
実証

盆踊りの復活 みはしら会設立



４ 新規集団と既存集団の関係４．新規集団と既存集団の関係
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盆踊りの経緯
1985年 1990年 1995年 2000年 2005年

盆踊り盆踊り

青年団 消滅

盆踊り実行委員会

問題提議 提案 発議 公認 設立

設立背景

問題提議 提案 発議・公認 設立

七笑会 消防団・保安組 公民館協力委員合同会議

公民館協力委員14名

お盆なのに寂しい
盆踊りの音が無い

有線放送七笑会での飲み会
公民館協力委員14名
区長や区役ら約30名出席

お盆の夜警にて

盆踊りの音が無い
子供たちの声も無い
集まる場所も無い

コミュニケーションも無い

同世代の人（七笑会）から
働きかけ

↓
復活させよう

今年は実行委員会で
盆踊りを行うことを報告

盆
踊
りミ ケ ションも無

↓
子供たちが盆踊りを
知らずに育ってしまう

↓

復活させよう
↓

公民館協力委員の
合同会議で報告しよう

盆踊りを行う とを報告
↓

協力を要請

り
実
行
委
員
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↓
復活させたい

合同会議 報告しよう
員
会



初期段階

盆踊りの経過

初期段階 中間期 最近

参加者は 人1000円費 用

1997年 2000年頃 2005年頃

参加者は一人1000円

やぐら、提灯、音楽（カセットデッキ、カセット）は以前使っていたもの備 品

費 用

盆踊りは区民のお祭りだから、実行委員会だけに
良 議 議

補助は受けない ・区から3万円の補助（綿菓子・ヨーヨーなど）

やぐら、提灯、音楽（カセットデッキ、カセット）は以前使っていたもの

区との関係

備 品

任せておいて良いのか！？（区議会議員）自分たちのみで行う ・区議会議員の協力（屋台の運営）

ビンゴ大会・花火大会（子供たちを対象にしたもの）
イベント

区との関係

浴衣コンテスト
美人コンテストなど開催

提灯新調3ヵ年計画
2005年

イベント
出来事

約5名構成員の減少

お宮がいっぱいになるぐらい参加者
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約20名

約5名
実行委員の人数

構成員の減少
後継者の不在

最初に声をあげた人が頑張っている



消防団 保安組他集落より「神戸だけメド
デコに乗るのは不公平」

御射山みはしら会の設立

ドデ

御柱に関わった人たち

その他
デコに乗るのは不公平」
という意見

1998年 御柱祭

メドデコ

・危機感
「伝統が崩れる」

・人数の不足

7年に一度の諏訪大社の御柱祭
富士見では、古来より神戸区の
氏子が一切を取り仕切っていた

1999年

など

御射山みはしら会
・メドデコ材（ナラ）の植樹
御柱についての勉強会

氏子が 切を取り仕切っていた

山桜会梶の葉会

諏訪大社の関係者

・御柱についての勉強会
・害獣防護ネット張り

信濃毎日新聞HPより

御射山社（諏訪大社摂社）
その他

御射山社（諏訪大社摂社）
でも毎年御射山祭が開かれ
るので、一緒に整備しよう

2002年 御射山の杜を守る会御射山社の整備

21御柱祭2004年 他集落と合同で開催



考察

七笑会
設立

消防団 青年団

保安組
盆踊り実行委員会

盆踊りの復活

その他
御射山みはしら会消防団

御射 杜を守 会

盆踊りの復活

その他
保安組

山桜会梶の葉会

諏訪大社の関係者
御射山の杜を守る会

御射みはしら会の誕生その他

新規対応集団
影響

既存集団
設立

地域に対する
・意識や知識を培う場

既存集団

・社会的要求を満たすため

新規対応集団

再活性化など
が考えられる 区との共同運営

活動が区の行事として定着検証の必要

社会的要求に対応
↓

意識や知識を培う場
・人脈形成の場
・年中行事の主体

に設立
・加入などの自由度が高い

22

↓
問題意識を持った有志ら

が集まる



成果と課題成果と課題

研究の成果

• 集落全体の社会的構造を明らかにした

• それぞれの集団は、行政組織集団、機能別集団、新規対応集
団 講組としての構造を持っていることを明らかにした団、講組としての構造を持っていることを明らかにした

• 既存集団と新規対応集団の関係解明（例：盆踊りの復活）

• 新規対応集団の活動によって 既存集団や区の運営に与

研究の課題

新規対応集団の活動によって、既存集団や区の運営に与
える影響について調べる必要

• 新規対応集団の出現による既存集団の弱体化の懸念の
検証検証
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ご清聴ありがとうございました
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